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ジャイナ教の禅定について

一一裸行派の禅定を中心として一一

松 I嘉誠廉

都定は印度の宗教と哲学に於て重大な地位を有するものである。その存

在はアーリアン人種侵入以前からあったことが認められ，始終一貫して印

度文化全般に影響をあたえてきたことは周知の事実である。ジャイナ教に

於ても樟定は修行の中心をなすものであるので，ここにジャイナ教に於け

るその地位と発展とを見て行き，これを婆羅門の瑞伽派と仏教との比較に

於て研究を試みようとするのである。

吾人がここにジャイナの禅定を研究するに当って裸行派の文献を主とし

て用いる主な理由は，乙の派は白衣派と違って，古い文献をはやく失って

しまった為めに，一般教学に於ても特種な発達をしたと同様に禅定l乙於て

も白衣派にない発展を見せ，それが仏教等の他の宗教との比較に於て非常

に興味があるからである。

禅行派は次の三種類の禅定を伝えている。

Dhyana I類

1. Arta Dhyana (a) I5ta-viyoga 

( b) Ani!:ta-sarpyoga 

( c) Vyadhi-pratikara 

( d ) Bhoga-nidana 

2. Raudra Dhyana ( a ) Hirpsananda 

( b ) Mr!-:ananda 

( c ) Steyananda 

(d) Vi干aya-sarprak~al).ananda
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4. Sukla Dhyana 

(a) Aj五五－vicaya

( b) Apa.ya-vicaya 

( c) Vipa.ka-vicaya 

( d) Sarpsthana-vicaya 

(a) Prthaktva-vitarka-vica.ra 

( b) Ekatva-vitarka-vic互ra

(c) Sukラma-kriya.pratipati

( d) Vyuparata-kriya-nivrtti 

Dhyana E類

1. Abhyantaradharma Dhyana 

2. Bahirangadharma Dhya.na 

3. Sukla Dhyana 

Dhyana E類

1. Padastha Dhyana 

2. Pil)Qastha Dhyana (a) Parthivi Dharai:ia. 

( b ) Agneyi Dharal)a 

(c）恥1a.rutiDh盃ral)a

( d ) Varul)i Dh盃ral)a

( e ) Rupavati Dharal)a 

3. Rupastha Dhyana 

4. Rupatita Dhyana 

以上は Nemicandraの Dravyasarpgraha とその Brahmadevaの註

Vrttiとに現れている Dhyanaを整理して出したものである。 ζの中第I

類は白衣派でも古くから認めている所で，例えば Sthan訂1ga,Aupapati-

ka-siltra にも見えているし，同派の認める Um互svatiの Tattvarthadhi-

gama-siltraとその Bhasyaにち出ているものであるが，第E第E類は白

衣派独得のものである。以下その内容を見ょう。
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第I類の Dhya.naは白裸両派共に苦行の最高の行と認めるものであって，

それを説くに当つては，修業に害あるものでも禅定と名けられるものは之

れを入れて説くのである。即ち Qubhacandraの著 J:iianarl)ava(25, 20 

-22）に依ると，

(20) ArtaとRaudraの区分によって人々には二種類の悪禅定があ

る。また Dharmaと Suklaの区分によって称讃の禅定が二種説か

れる。

(21) 乙の中 ArtaとRaudraとのこつの悪禅定は非常な苦を与える

もので， それと異なる Dharmaと Suklaとのニつは業を根絶する

カがある。

Tattvarthadhigama (IX 29, 30）にも同様なことが見られて，修行の網

目を説くと乙ろに有害な繍定をも同時に挙げることは問題ではあるが，害

あるものもその性質が禅定であると云う理由で一般禅定論の内容としたと

見れば，ジャイナ教の徹底さが見えて注意すべきことである。

1. Arta Dhyana 

Dravyasarpgraha-vrtti, p. 86, l. 26に，

「ArtaDhyanaは四種である．望ましきものと離れること，望まし

からぬものと合うこと， 病の治療と亨楽の欲求（bhoga-nidana) とに

於て起る強い願望の状態のもの（時五ccha-rupa) である。 それはまた

種々なる程度に於て， Mithyadr~ti 等の六の GuI).astha.na.t乙位する人

々に起るものである。 ( GuI).astha.na については後述する）。 乙れは諸

邪見者が畜主道に入る縁であろうとも， （畜生道に対して）寿業を結ん

だ者を除いて，正見者達が（畜生道に入る縁とは）ならない。自己の清

浄我を対象とする勝れた思索（bhavana）の力によって，その縁たる雑

染（sarpklesa）が何もないからである。」

JiianarI).ava (25一24)
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「きて λrtaは害された者の寄在状態で有身者等の有する悪禅定

(durdhya.na）である。方角に暗いが故に（起る）興奮状態にひとし

し無明の慕習力より（生ずる）。

始めのものは望まれざるものと合うことより起わ問機に次のものは

望ましきものが去ることよれ第三のものは激しい怒から，第四のもの

は来世に対する願望（nida.na）から生じ，諸々の有身者の有するもので

ある。J

とある。この禅定はこれより古いと思われる白衣派のAupapatika-sutra

にも見えている（Leumann’sedition, p. 42, Sutt互gamaII p. 11, 23）。

「ArtaDhya.naは四種あるものとして説かれる。即ち（a）不快なもの

との結合に関係し，また，それから離れようとする念に附随するもので

ある。（b）快きものとの結合に関係し，また，それから離れざらんとす

る念に附随するものである。（c）病（丞ta白ka）との結合に・・・・（aと同

じ・・・・。（d）快である愛楽（kamabhoga）との結合に・・・・（bと同じ・－

Arta Dhya.na には四種の相が説かれる。即ち（α）悲歎， （β）悲痛，

(r）泣滞，（O）哀悼である。」

乙れは裸行派のものと相異があるが，白衣派が認める Umasvatiの

Tattvadhigama-si1tra (IX 31-35）には

(31) Artaは不快のものとの結合に於て， それと離れる為めの念の願望

(smrtisamanva.hara）である。

(32）また（不快の）感覚との（結合）・・・・（以下31と同じ）。

(33）快なるものについては（上のものとの）反対，

(34）未来の生に於ける強い願望（nidana)

(35）乙の禅定は不節制と一部節制と自制に放逸なるものに起る。

以上挙げた説明には多少の相異があるが，これを一言にして云えば迷妄

の我々が人生苦の生活中に起す色々な強い欲求願望と同時に発生する心の
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一境性である。

2. Raudra Dhyana 

Drav0 Vrtti (p. 87, l. 3）に

63 

「次に RaudraDhyanaがのべられる。害の歓喜と，妄語の歓喜と，

盗の歎喜と，対境の保脊の歓喜より生ずるのが Raudraで四種である。

程度の相異をもって Mithyadrが等の五つ（原文 paficamaとあるは

paficaの誤り）の Gm;iasthanaにある生類に生ず。これはまた Mi出－

yadr計iの者達の地獄の趣の原因なるも，寿業をのぞいては，正見ある

ものにはその（地獄の）因はない。それはまた如何なる理由かと云え

ば， 〈彼等正見者にとっては）生来の清浄我の真理がその所取の境であ

り，勝れた差別智の力によって，その（地獄の）縁たる激しい雑染がな

いからである。J

Jnan呈rl).ava(26, 1-3) 

「(1)恐暴な心の状態で，また恐しいのが RaudraDhyana で四種あ

る。（これが）説かれつつあるを，一切衆生t乙無畏を与える諸々の聖者

は知れ， (2) Rudra （神）は心残忍な生類で，真理を見る人によって引

用されたのである。或は Rudraの行為の状態（karmabhava）が Rau-

draであると述べられる。（3）害の歓喜と，妄語の歓喜から，倫盗から，

また確保（sa111rak;aIJ.a）から人々には明かに四種の Raudra(Dhyana) 

が生ず。」

Aupapatika-siltra, Suttagama II, p. 11, l. 29. 

「四種の RaudraDhyanaが説かれる。害に関係するもの，妄語に

関係するもの，盗に関係するもの，確保に関係するものとである。 Ra-

udra Dhyana には四種が説かれる。即ち起きたる敵意，多くの敵意，

無智の敵意，死の終りにいたるまでの敵意とである。」

これを要するに， RaudraDhya且aはジャイナの四戒に反する悪業をな
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す時，心がー境性になるを云うのである。

3. Dharma Dhyana 

Drav0 Vrtti (p. 87, l. 8ー）

「更に次の DharmaDhyanaは ArtaとRaudraの完全な捨を相と

し， λjiia= Apaya = Vipaka = Saq1sthana-vicayaの四名目に区分され，
程度を異にする増長の順により， Asaq1yata-saq1yagdrれi（第四位），

Desavirata （第五位）, Pramatta-saq1yata （第六位）, Apramatta （第七

位）と云う名の四 Gul).asthanaに居る（諸々の） Jiva t乙生ずるもので

ある。直接には福を結ぶ原因であり，間接には解脱の原因であると説か

れる。」

J五anarl).ava(27ー1-3)

「次に静寂に依り，意（manas）を自己のものとし，諸々の欲の享受

に関しては離染にして DharmaDhyanaを行い，智と離染を具え， 自

我を守護し，堅固なる心を有し，解脱を望み，努力する賢者は Dhatr

として称讃さる。」

(a) Ajiia-vicaya 

Drav0 Vrtti (p.87, l.11) 

「自己は接漫な覚性にあっても，勝れた師が無くとも，またどuddh-

ajivaなどの語義が微妙であっても“Jinaが述べた微妙な言葉は如何な

る原因によっても破壊されず，知成就のもの（亘jiia-siddha）である。

これを得なければならぬ。諸々の Jinaは真理と異なる説をなすもので

はない”と云う備の述べるように Padartha（教説の句義）を確実ならし

めるのが Ajiia-vicaya-dhyanaである。」

店街1a.0 (33--,-6) 

「一切智者の知に適応することによって，事実真理（vastu-tattva) 

である自己の経典内容が考えられる時，これが Ajiia-vicayaと思われ
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る。」

以上により乙れを一言にして云えば Ajii.a-vicayaは Jinaの教説の偽

りないことを信じて Padarthaに心を集中することである。

(b) Apaya-vicaya 

Drav0 Vrtti (p. 87, l. 15）によれば，

「別無別の三宝（正見と正知と正行）の修習（bhavana）力によっ

て，何時，我々や他の人々の業の離（apaya）即ち滅（vinasa）がある

でめろうかと云う思考（cintana）がApaya-vicayaである。」

]ii.an.a.。（34,!) 

「賢者達がその（Dhyanaの）中にあって業の捨と捨の方法とをも含

めて憶念するものである Apiiya-vicayaと云う Dhyanaを智者達は説

く。」

J貴重.na。は憶念といい， Drav0Vrttiは思考としているが，業縛の捨

離を対象内容とする禅定である。

(c) Vipaka-vicaya 

Drav0 Vrtti (p.87, l.17) 

r suddha-niscayaの理からすればJivaは浄不浄の業果をもたぬもの
であるが，過去以来無始の業縛の力によって悪が顕現し，それによって

那落等の苦の Vipaka（異熟果）を受ける。 また善（puI).ya）の起るこ

とによって天等の安楽の異熟果を受ける。この VicaraIJ.a（思考）が

Vipaka-vicayaである。」

]ii.an.a.。（35,1-2) 

「有身者の自己の業果から起り，毎瞬生じ，種々な様をとるものを

Vipaka （異熟）と知るべし。有身者達の業より生ずる呆はこの世に於

て決定して成就せしめて種々異なる Dravya等の四（Nおna,Sthapana, 

Dravya, Bhava）のものを与える。」

これを簡単に云えば，衆生の業と業果の関係を思慮の中心とするのが
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Vipaka:-vicayaである。

(d) Sarps也君na-vicaya

Drav0 Vrtti (p. 87, l. 1めには簡単に，

「前述せる世間の臨観の思考が SallJ.sthana-vicayaである。」とし，

J臼品。（34，ー174）には，

「ああ，乙の全世界は解脱者（Kevala-jnana）の対象である。乙れを

区々分離し或は綜括して自己の力によっ行者は考うべし。」

即ち乙れは世界を対象とする Dhyanaである。

以上引用した DharmaDhyana に関する文献はいづれも裸行派のもの

であるが，白衣派に伝わる Aupapatika-sutra(Suttiigama II, p. 12, l. 1) 

には次の如く説いている。乙れは先に引用したものより古いものであるの

みならず，それが必要とする内容が分類して附加されているのは注意に値

する。

「DharmaDhyanaは四種四様に説かれる。即ち Aj臼－vicayaと

Ap宣.ya-vicayaとVipiika-vicayaとSallJ.sth五na-vicayaとである。法

に関する Dhy亙.naには四相が説かれる。即ち，知に関する信と，出離

に関する信と，教説l乙関する信と，経典に関する信とである。法に関す

るDhyanaには四つの所縁が説かれる。即ち，語説と質問と説明と法

話とである。法に関する Dhyanaには四つの闘観（anupr~a）が説か

れる。即ち，無常随観，無居依所随観，孤独随観と輪廻の踊観とであ

る。」と。

乙こで DharmaDhyanaを綜括してみるならば，世間の生活のうちに

起る λrtaとRaudraから離れてJainaの教法を対象とする思考或は思考

による念の集中，即ちー境性がそれである。乙の場合，心の集中の程度，

即ち強きゃ純粋度などは少しも考えられていない。尚 Jainaは十ニの

.Anuprek弱を説き， 乙の中t乙上に引用した Aupapatikaの個所に述べて

ある無常随観等の四つもふくまれているのであるが， 乙れと Dharma
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Dhyanaとの別が判然としない。また DharmaDhyana t乙説かれる四随

観が古いもので，乙れが後に増加されて十ニ随観になったものであろうと

考えられるし，見様によっては第一の DharmaDhyanaである Ajna-v-

icayaは第十ニの Dharmanuprek需に，第二の Apaya回vicayaは第八の

Sarpvaranuprek弱と第九の Nirjaranuprek弱に相当し，第三のVipaka-

vicayaは第三の Sarpsaranuprek弱に，第四・の Sarpsth盃.na-vicayaは第

十の Lokanuprek事互 に相当する。また実習上からいっても DharmaDh-

yanaとAnuprek$aの相異は疑問とせねばならない。（Anuprek弱につ

いては Drav0Vrtti, ~· 42-62 ; W. Schubring, Die Lehre der Jainas 

§ 175等参照）

4. Sukla Dhyana 

今までと同様裸行派の教典の説くと乙ろを引用すれば， Jfiana0 42-4 

t乙，

刊行動なく諸根を超越し，禅の持を離れて内に向きたる心を Sukla

(Dhyana）なりと述られる。（ni'-'kriyarpkaraQatitarp dhyana-dharaQa 

-varjitam / antarmukharp tu yac cittarp. tac chuklam iti pathyate 

／／）” 

「禅の持を離れて」と云うのは禅を行っている意識もないと云う位の意

味であろう。上の偏文は全くよく禅定を定義したものと思う。 Dr.Vrtti 

t乙は引用を要する内容はない，只どuklaDhyanaの四禅の名である (1) 

Prthaktva-vitarka vicara, (2) Ekatva-vitarka-vicara, (3) suk;=ma-kriya-

pratipati, (4) Vyuparata-kriya-nivrttiを挙げているのみである。

(a) Pr也aktva-vit紅・ka-vicara

Ji'iana.042-9には，

軒第一の Suklaは vitarkaを有し， vicaraあり，別異性を具するも

のであると述べられる。”
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Dr. Vrtti p.87, l.23には，

“dravyaとgul).a－との状態（paryaya=Zustand現状）から切離れ
ている事が Prthaktvaと云われ， vitarkaと云うのは，自性清浄の我l乙

随伴する相を有し，その属性は聞智（bhavasruta）或は聞智を云いあら

わすもので，内に叙述をふくむ語であると説明される。欲求せざる転動

(vrtti）によって他の物に変転すること，一つの言語から他の言語に変

転すること，意と語と身の三 yoga（行動）に於て一つの yogaから他

の yogat乙変イじすることが vicara( =vicara）である。その意味は次の

通りである。仮に禅定をなす人が自己の清浄我の sarpvedana（認識）

を捨てて，外的思考をなさないとしても，自己の状態に於て確立性がな

い限りに於て，望まざる転劃（vrtti）によって心の変佑（vikalpa）が

起る，この故に Prthaktva-vitarka-vicaradhyanaと云われる。

こ（の禅定）は更に， Upasama-srel).i（煩悩の抑圧過程）の階位の説

明に於ては， Apurvopasamaka （第八位）, Anivrttyupasamaka （第九

位）, Suk~masamprayaka u. （第十位）， Upa:詰ntak時五ya（第十一位）に，

また E王寺apaka-srel).i（煩悩絶滅過程）の階位にあっては， Apurvakar-

al).a-k(;lapaka, Anivrttikaral).a-k宅apaka,Suk宅masamparaya-k守apakaと

名ける三 gul).asthanat乙存在するものである。”

以上の説明によると，この禅定は今までのものとは異なれ梯定の対象

よりは心的状態を中心に考えていることがわかる。また聖者の階位と関係

して説かれていることは見落してはならぬ事で，これは後に言及するつも

a りである0 Sukla Dhyanaの第ーとしての Prthaktva-vitarka-vicaraの特

長は dravyaや伊加の paryayaから別立し， vitarkaとvicaraの作用

がある乙とである。

(b) Ekatva-vitarka-vicara 

Jfiana.0 42-10 によれば，

“vitarkaを具し vicaraなく ekatvaの語によって特畏づけら：れる
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のが，牟尼達が勝無垢なる第二の Suklaと述べるものである。”

然るに Dr.Vrtti p. 88, 6 I乙は，

H或は生得の清浄我の実体l乙，或は不変の我の安楽感の状態に於て，

或は迷妄なき自認識（svasarp.vedana）の属性（gul).a）の（これ等三者

の）うちのいづれかに転ずるもの（pravrttam）がその同ーの所に於て

vitarkaと名くる自知相の bhavasrutaの力によって堅固になり， vica-

raなる gul).a-dravyaの paryaya（現態）の回収をするもの， それが

Ekatva-vitarka-vicaraと云う，収容il).aka守匂ra-gul).asthana（第十二位）

l乙存する第二の SuklaDhyanaと時ばれる。 これによって Kevala智

が発生する。”

以上の説明によると，両者とも vitarkaはあるとするが， vicarat乙関

しては Dr.Vrttiはこれを gul).a-dravya-paryaya-paravartana と説明し，

J量五na。は vicaraは無しとしている。尚三vetambaraの Aupapatika-

siltra にも vicaraは無しとし（egatta-viyakkeaviyiiri), Tattvadhigama 

IX44もavicararp.dvitiyamといって vicaraの無いことを述べている。

恐らく Dr.Vrttiは gul).a-dravya-paryayaの回収の作用と見て，その同

じことを他のものは回収なるが故に vicaraは無いとしたのであるう。然

し無しとする云い現し方がより古いものである乙とは勿論である。

(c) Suk~ma-kriya-pratipati 

J査ana。42-11

“Suk~ma-kriya -pratipatiは第三の名目で，その意義を有する名称

である（名の通りの意義を有す）。”

Dr. Vrtti p. 88, 10以下に，

”ここに微細な身作（kayakriya）が働いているもの， 或はまたそれ

が発生していないもの（tadapratip盃ti）が Sukラma-kriya-pratipatiと

云う第三の（uklaDhyanaである。また乙れを行ずることによって

Sayogikevali-jina・ となる（第十三位）。”
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この Dr.Vrttiの説明によれば，。kriya-pra0と見，また。kriya－’pr-

ati。と見る乙とによって徹細な身の活動が起ったり起らなかったりする

と解釈する。これは勿論註釈者の苦肉の策ではあるが，微細な身活動のみ

が間断して起る実状をよく現わしている。本来は 0kriya-pratipatiが正し

い読み方であるのは云うまでもない。 kriyaは yoga（活動？ と同義に用

いられている。要するに身口意三 yogaのうち身 yogaのみしか起らな

い禅定である。

(d) Vyuparata-kriya-nivrtti 

Jiian盃。 42ー12

H等しく断切られた作 Ckriya）を有するものであると第四の Dhya-

闘を聖者達は説示した。”

Dr. Vrtti p.88, 12 

刊この禅定の中に於て kriyaが非常に uparata した即ち寂止したの

が， Vyuparata-kriya (kriyaが蜜止したもの＝禅定の形容調）で，ま

たそ（の Vyuparata-kriyaの禅定）の不寂止を有するもの（=tadani-

vrtti）即ちそれを寂止せしめぎるものでもある禅定と云うのが Vyupa-

rata-kriyanivrttiと云う名の第四の SuklaDhyanaである。”

即ち Dr.Vrttiはこの繍定の名を Vyuparata-kriyaとanivrttiの二形

容調の合成と見て内容を説明しようとするのである。乙の名の本来の起り

は Vyuparata-kriyaであり nivrttiである禅定の意味である。従ってこ

のニ語は別々の語で第四禅の同意語である。これを合成と見た所に説明上

の困難を生じたのである。

この禅定は要するに yogaが完全に寂止した状態である。

因みに白衣派所伝の Aupapatika-sutra(Suttagama II p. 12, 7）に

“おklaDhyanaは四種四様に説かれる。即ち 1. ・ ・ ・ ・ ・ ・puhutta-

viyakke sa-viyari 2. egatta-viyakke aviyari 3. suhuma-kirie app-

a,;livai 4. samucchinna-kirie担 iyattiである。 Sukla Dhyana には
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四相が説かれる，即ち孤独と捨離と不動と不妄（asammoha）とであ

る。 SuklaDhyana には四つの所縁が説かれる，即ち忍と解脱と正

(ajjava = arjava）と穏（maddava= mardava）とである。 SuklaDhy-

ana t乙は四つの随観が説かれる。不幸（avaya=apaya）の随観，不浄

随観，無限転勤の随観と転変（vipariI)ama）の随観とである。”

(Sthana 4, 1 Suttagama I 224, 22 にも見えて居る，多少細自に順

序の不聞がある）乙れを上のものと比較すると原始的教理の様相がよくわ

かる。（その他 Tattvarth五dhigamaIX 4トー46参照）

Sukla Dhyanaの心理的内容

乙ζではひャイナ教は心理的に禅定をどう見ているか，心理的に如何な

るものが Dhyanaでその理組状態はどんなものであるかを見たい。

Dravyasarp.graha第55備に

jarp. kirp.ci vi cintanto I)iriha-vitti have jada sahil / 

laddhu平aya eyattarp. tadahu tarp. tassa niccayarp. jhaI)arp. / / 

“Sadhuが欲求の転勤なくして（nirihavrtti），何かを思考している

場合， ekatva（唯一位）を得ているならば，それがniscayadhyana （決

定静慮）である。

この ekatvaを Vrttiの作者 Brahmadevaは， ekagra-cinta-nirodha 

即ちー先端に於ける思考の停止と説明し，更に niriha-vrttiをnil;lsprha-

vrtti （願望の動きのなきこと）と説明している。更にそれ以下の文は種々

興味があるので訳せば，

Dr. Vrtti, p. 95, 27 

W次t乙細説すれば，何か心をその上に集中すべきものとは何を指すの

であるか。（禅定の）初歩のものの点から云えば，心の変佑（vikalpa）の

起る地位にあるのであるから，乙の場合，対境l乙対する ka写邑ya（煩悩）

をあざむく為めに，まTこ心を堅固にする為めに五人の最勝の聖者等の最
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勝の物（dravya）が禅思さるべきである。后に反覆実習の力によって心

が確立性を帯ぴてきた時には清浄覚一生得清浄の「我」の自性が禅思さ

るべきである。凶l;lsprha(Dravya-Sarpgrahaの原文では nirihavrtti)

の語によって，邪悪性，男中女の三性，笑等の六（hiisya,rati, arati, 

bhaya，品oka,dugalica），怒等の四（krodha,mana, maya, lobha）の

十四の内所得（abhyantara-p釘 igraha）並びに土地，住処，金，銀，財，

穀，奴，稗， kupya（金銀より劣等な金属）器具と時ばれる十種の所得も

無いのが禅定者の自性であるとのべられる。また一点に思考を止めると

云う語によって，前述せる種々な禅定の対象に於ける確立性，不動性が

禅定の相であるとのべられる。 この備に云う niscayaの語は，初歩の

者の場合には世間事上（vyavahara）の三宝に関する決定を意味し，

yoga （行動）の起らない人の場合には清浄な行動意識（upayoga行動

と共なって起るその意識）の特相によって現わされる ekadesa-suddha-

niscaya （一部清浄の決定）と理解すべし。’

以上によって禅定の対象は始めには必しも atmanに限ることを要しな

いことが明らかであるのみならず，禅定者の生活態度や心の持ち方も見え

て面白い。然しこの禅定も未だ真実のものではない。然らば最上の禅とは

何か。

Dravyasarpgrahaの第56備には

ma citthaha ma jampaha ma cintaha kirp vi jel).a hoi thiro / 

appa appammi rao il).am eva pararp have jhal).arp / / 

”汝等伺事も行動する勿れ，云う勿れ，語る勿れ，思う勿れ，乙れに

よって確立が主ずる。そして「我」が「我」に傾注（rata）しているの

が最勝の禅定であるJ

Vrtti (p. 96, 17）の説明によれば，

’身口意の作業のみならず，その yogaをも止めて‘確立あるもの’

となる。何が確立ある、ものとなるかと云うと atmanがなるのである。
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（自我が）どう云う風に確立するかと云うと •appammi rao’即ち (I) 

生来の清浄なる知見を自体（svabhava）とし，（2）最勝我の真理に対し

て正信をもち，（3）智に闘行することを本質（rilpa）とし，（4）無別の三

宝を体とする三昧より生ずる遍満の喜び（hlada）を生ぜしめる安楽の

亨受に専念する（以上(I)ー（4）は nijatmanの形容），生来の我（nijatm-

an）に rataしている即ち完全に傾注している（paril).ata）或はそれに

没入している (liyamana）それ（=nijatman）を心とし， それを素材

として成立つている。乙の「我」の安楽を体とし，そのものから成って

いる状態が niscaya（決定智）から見た最勝の禅定である。この禅定に

住する人々に離染最勝歓喜の安楽が輝くが，それが決定解脱道の自相で

あるJ

これを要するに，具体的な行動のないことは勿論のこと， yoga（身口意

の活動佐）もなくて，自己の本来清浄な自我に没入して完全に一つになっ

たのが最高の禅定で，これはまた同時に最高の解脱の心的状態でもある，

と云うのである。この SuklaDhyanaは后に示す如く，仏教の四禅と起

原を同じくするものであるから，本来これ自体独立したものである。これ

が進んだ后世のジャイナ教では他の観点から作られた凡聖位と不可分の関

係におかれ，一定の聖位にあるものでなければ特定の禅定は修せられない

かの如き感を与える様になったのである。これは上の Vrtti の訳にも述

べられている。これを図示すれば，

,/ 
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詰みに Tatiya民の研突によって Dhyanaと階位の関係を示すに，第

十ーにある jivaは誰彼の別なく一度下位に落ち， 上位に昇るものは業縛

を滅して（k!;Japaka-sre早i）第十位（suk$ma-sampraya）から第十二位の

K説明白k時五ya-vitaraga-chadmastha-gu.にのぼる。 乙こで SulkaDhy-

anaの第二 Ekatva-vitarka-viciiraを修し，知覆，見覆，迷妄（mohani-

ya），と障碍（ant紅呈ya）との四つの有害業（ghatik釘ma）をすべて滅し

てしまう， そして第十三位の Sayoga-kevali-gu.にのぼる。縛の因の五

つのうち始めの四つは完全になくなり， yogaだけを有して， vedaniya,

ayus, nama, gotraの四無害業（aghatik釘 ma）のみが脊在している。

乙乙で yogaを滅する。その方法は始めに口と意の康 yogaを身の醍

yogaで止滅し， 次に身の鹿 yogaと口と意の細 yogaとを身の細 yoga

で消す。その后に， Suklaの第三禅の Si1k$ma-kriya-pratipati（乙れには

kaya-yogaのみある。 UmasvatiIX 42）を行じ，身の細 yogaをもって

その同じものを消し，この禅定によって身を縮める。これから第四のきukla

Dhyana即ちこの禅定は kriyaが断たれ堅固で（anivarti）山の岩の如く

不動である。乙れが第十四位の Ayoga-kevali-gu.で，ここに彼は五瞬間 t

の聞とどまって無身の完全解脱者となる。

以上は Tatiya民の説明を要約したのであるが，乙の意味は上位の行者

が夫々と・uklaDhyanaを行じて更に上位にすすみ，ついに解脱すると云

う意味でみる乙とは確かである。然し疑問とすると乙ろは SuklaDhyana 

の第こから以上は一般下位のものには完全に行ずる乙とは不可能であるの

か，行ずる乙とは出来ても上位の者の知く直ちに解脱には入らないと云う

のか，乙れは明らかでない。

然るに Jinabhadraの Dhyana釘.taka2と3には（Maharljendrat乙依

る）

jarp thirarp ajjhavasanarp tarp jhai;1am, jarp calarp tayarp cittarp I 

tarp hojja bhavana va anupeha va ahava cinta II 2 II 



ツャイナ教の禅定について

antomuhutta-mettarp cittavatthaoam egavatthummi 

chaumatth匂arpjhal).arp joganiroho jinanarp tu II 3 
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堅固な合ーは禅定である。動ずる三種の心は bhavanaか随観か或は

思考である。

一物に於ける－ muhurta以内の長さの心の止住は業の覆あるものに

とっては禅定であり，諸の Jinaにとっては yogaの滅でゐる。

禅定は SuldaDhyanaも一般の人が行い得ると乙ろとある所を見ると，

Jinaはこれを yogaを滅する為に用うと云う意味に解すべきであ
，
。

で

る

尚i7ャイナ教では如何なる禅定でも続いてー muhurta時間（48分）以

上は出来ない，無理にそれ以上続ければ状態が変佑してしまうとしてい

る。若し同じ禅定を続けてやろうと云う考えなら，－ muhurtaが過ぎた

時に新めて始めなければならないとしている。このことは如何なる理由に

よるのか分らないが，仏教や婆羅門系の聡伽派でも説かないことである

(Tattvartha IX 28）。

またひャイナでは堅固な骨格（sarphanana）を有するものでなければ禅

定は出来ないとしている。坐禅の坐法については HemacandraのYogas-

astra IV120以下参照。

Pa五casarpgr-最後にひャイナのごyoga（行動性）について一言すると，

salesyarp viryam （心的色調あるエネJレギー）と説明するaha 721には，

ところによると，恰も仏教や婆羅門球伽派で説く sarpskaraの如く潜在的

ジャイナでは yogaのみを有するとさ

身体

な心の動きの様l乙見られやすいが，

れる Sayogi-kevaliは総ての有害の業果は前位ですててしまって，

と寿と地位と感受と云う四つの無害の業しか残していないのである。この

者が有する身口意の行動性が yogaで，業果の原因とならぬものとされて

いるので，上に述べた潜在的な sarpskaraとは異なれ行動の現れを伴う

活動性である。従って SuklaDhyanaで云う kriyaとも異るものではない。
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Sukla Dhyan.aと他教禅定の比較

ジヤイナで説く DharmaDhyanaは教理の信仰研究，実行に於ける心

一境性を云うのであるから原始仏教でも四念処等これに類するものが多

い。 DharmaDhyanaを凡聖位と関係して考えることも仏教で四諦十六行

相の観を焼，頂，忍，世第一法の四善根位と関係させて考えることと同類

と云い得る。

次t乙子uklaDhyana について，始めに結論を云えば， 乙れは仏教の四

禅と完全にその本源を同じくするもので，乙れが教理の相異によって説明

を異にするに過ぎないのである。即ち SuklaDhyanaの第一は Prthakt-

va-vitarka-vicaraと名けられるもので， prthaktvaは dravyaとgu加

の paryayaから切離されている事， vitarkaは聞智， vicaraは心の現象

の移動で結局禅定のー境性に反する動きである。これに対して仏教の四禅

中の第一は「初禅」とだけの名称で，他の三と同様その内容を示す名前が

ないが，その内容を Paliの Satpgitisuttanta(P. T. S. Digha. Vol. III 

p.222）に見ると，

idh' avuso bhikkhu vivicc’eva kamehi vivicca 

akusalehi dhammehi savitakkam savicaram 

vivekaja'ffl, piti-sukhatp pathama-jjhanatp upasampajja viharati （こ

乙に友よ，比丘は諸欲より離れ不善の諸法より離れ， vitarkaあり vie-

araありて，離より生じ，喜と楽ある第ー禅を具足して住する。）

とあって，離と vitarkavicaraが主要なものとなっている ζとがわかる。

乙の離 vivekitは， Sukla Dhyanaの Prthaktvaと同意語と見られるも

のである。 vitarkaは，仏教では尋と訳して，物の全体認識， vicaraは伺

と訳して物の有する個々の属性の認識であるから意味内容は全然異なるに

しても， SuklaDhyanaと同語，同意語を有していると云うことは，乙れ

等が同一本源から伝ったものであるとせざるを得ないo Suklaの第二は，
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正しくは Ekatva-vitarka-avicara と云う名で， その内容は行者の一つに

限定された心転が聞智（vit紅ka）によって堅固にされ，心現象の移動の

ない禅定と云う意味であるが，仏教では，次の如く述べる，

vitakka-vicaraQaQl vupasam.a ajjhattaq1 sam.pas亙danarpcetaso ekodi-

bhavaq1 avitakkarp avicaraQl samadhijarp piti-sukharp dutiya-jjhaIJ.aQl 

upasampajja viharati. (Mvp. に出ている Skt. によると adhyatmarp

saqJ.prasad呈t. . . . ekotibhavatとAhl.（奪格）になっている） （尋と伺

が寂するが故に内が清浄になる〈が故〉に，心が一つになる〈が故〕に，

無尋にして無伺にして，三昧生喜楽の第二禅を具足して（比正は）住す。）

~ヤイナが vitarka だけはあるとするのに反して仏教の伝は，乙の害在

をも否定していると云う相異はあっても・ ekatvaとekotibhavaが共に

心が一つになる乙とを示している。

Sukla Dhyanaの第三は， Silk号ma-kriya-pratipatiと名けられ微細の身

の yogaのみがまだ脊在する禅定の意味であるが，仏教では，次の如く述

dてる，

pitiya ca viraga upekhako ca viharati sato ca sampajano sukhan ca 

kayena patisarpvedeti, yan tarp ariya aci地hanti-'Upekhako 副－

ima sukha-vihari ti’tatiya-jjha脚 pupasam.pajja viharati. （喜より離

染するにより捨にして住し，正念正知にして楽を身を以て感じる， ζれ

を聖者達はかく述べる..（彼は）捨に住しZ念にして安楽住なりと”。乙

の第三禅を具足して（比正は）住す。）

乙の二つを比較すると， ~ヤイナの方は kaya の yoga のみ害すると

し，仏教には身によって安楽を感ずるとする所に，内容はともかくとして

言葉上の一致があるので，全然別個で無関係のものとは去えない。

ーuklaDhya.naの第四は完全に yogaのなくなった Vyuparata-kriya-

nivrttiと名けられるものであるが，仏教の四禅は次の如く述べる。

sukhassa ca pahana dukkhassa ca paha.na pubbe va somanassa-
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domanassanaq1 atthangama adukkhaq1 asukhaq1 upekh盃－sati-parisu-

ddhiq1 catuttha-jjhanaql upasampajja viharati. （楽を捨てるが故に，

苦をも捨てるが故に，また以前に諸の快・不快が消滅しているが故に，

不苦不楽にして捨念清浄の第四禅を具して住す。）

iPヤイナから云えば，身の yogaもなくなり，身体を滅して完全解脱の

一歩手前で，生得清浄の自我と完全に一つになっている状態だから，仏教

の述べる状態と殆んど同じであると考えてよいと思う。

仏教では一般に四禅を色界の禅定とし，これを最高のものとはせずに，

その上に無色界の禅定として，空無辺処，識無辺処，無所有処，非想非非

想処の四つを立てる。然し所謂無色界の四禅定も，夫々別個のものである

ばかりでなく，四禅とは本来関係のあるものではない。これが一つにまと

められて実際の色界無色界の両世界も同じ名を持つ様になったのである。

然し仏教の中に四禅を最高のものと考えた派もなかったわけではない。大

智度論第十七巻K，仏弟子中のー比正が四禅を得て預流乃至阿羅漢果の四

果を得たと思い増上慢を起して，その為めに地獄に落ちると云うことを仏

陀が断言したと記載しているのは，大智度論の時代かそれ以前にこの説が

あったことを示すものである。馬鳴の Saundaranandaの説並にこれと関

係ある起信論も四禅比丘と同じ考えの様である。 （拙稿珠伽行派の祖とし

ての馬鳴大正大学研窓紀要 39,1954参照）

また仏教で四禅を尊重し， iPャイナの考えと同様に，解脱浬擦に関係あ

りとするものに次のものがある。即ち mahaparinibbana-suttanta(P. T. S. 

Digha. Vol. II 156) ch. VI 8 I乙，浬製される時仏陀は第一禅に入られ，

それから順次に第二第三第四と経て，次に無色界の禅定の空無辺処，識無

辺処，無所有処を経て非想非非組処定に入り，これから出て想と感覚の滅

(sail筒 .vedayita-nirodha）に入られた。その時阿難が阿那律t乙”仏は浬架

されましたか”と聞くと阿那律はこれを否定した。（9）次に仏は saMia-ve-

dayita-nirodhaから出て非想非非想から順次に下って空無辺処定から出
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て，第四禅に入りそれから順次に下って初樟に入わそれから出て再び二

三と入って，最後に三禅から出て四禅に入り直ちに浬架された。これは四

禅を行じ，第四禅に入って浬繋寂静に達すると云うこと，換言すれば第四

禅の状態が浬柴に一審近いと云う説が仏教にもあったことぞ意味するもの

で， 乙れは確かに四禅尊重の考えである o vヤイナが Kevalinが最高解

脱l乙達する時， Suklaの第三第四を行ずるのと同じ考えである。

Sukla Dhyanaや四禅と同じ流れをくむものに，婆羅門系の瑞伽派がゐ

る。即ら Patanjaliの Yogasutra I. 17に於て，有週三昧（sarpprajata)

を説明するところで

Vitarka-vicar’anandasmita-riipanugamat sarpprajat叫（尋と伺と喜と

我識と云う対象（四pa）に随従するが故に有想三昧である）

の説明で， Vyasa は Bha~ya の中で＂＇vitarka とは心が自分の所縁に関

して行う食大な享受（abhoga）で， vicaraはその微細なものであるo

ananda （喜）は，幸福感（hleda）で，一我的感受が asmita（我識）であ

る。その中，第ーのもので， これ等四つに随われるものが Savitarkasa-

madhi脊尋三味である。第二（の三昧）は vitarkaを欠き，有伺のもので

ある。第三（の三昧）は伺を欠き喜を具するものである。第四のものはそ

れ（＝喜）を欠き asmita のみ有するものである。以上これ等総てのも

のが有所縁の三昧である。”

乙の有所縁の三昧（s亙lamban尋問madhayal;l）が有想三昧のととで，

ζれに対して先に述べた sarpskaraのみを有するのが無想三昧で，有想

よりも高位で，更に sarpskaraがなくなったのを無種子三昧（Abija-

sama品i）と云い最高のものであるが， 乙の名に対して前のものを Sabi-

ja-samadhi有種三昧と云うのである。

‘吾々の問題は Vyasaの Bh五号，yaの中l乙 SuklaDhyana乃至は四禅の

形が出て来ることである。そして vitarkavicaraの意味はまた前のひャ

イナや仏教の取り方と異っている oanandaは仏教にあるし， asmitaはひ
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ャイナの方の JainaSvetambaraの jiva乃至は Digambaraの atman

t乙同じもので，第四の有想三味に於て as凶 taのみ残ると云うのは，

Suklaの第四で自己が自我に没入する状態と見る乙とが出来る。 Yogaの

方では更にこの上に sarpskaraの無い無種三昧を説くとしても， .t:} －＼＇：イ

ナの方では Suklaの第四は Ayogi-kevaliのなすもので， これによって

最後の業を捨てて無身になって世界の最高所に於て三昧に住しているので

あるから，この最高所での三昧が珠伽派の Abijasamadhiに相当するもの

であると云えるであろう。ジャイナはただ伝統によって前の四つに止っ

て，これを説かないだけである。

因みに，仏教の四禅は禅定一般の深浅を示すもので，云はば禅定の深さ

を計る尺度の様なもので，その中には禅定を行うための対象も与えられて

なければ，方法も説かれてないと云うことは三十年以前に大学卒業論文中

に指摘した通りである。

E類及び E類の禅定

Dravyasa!pgraha V rttiは更に次の如く述べている。

“更に具生清浄の最勝心（parama-caitanya）有って，深歓喜に包ま

れている，尊い生得の我について，内我の説（adhyatma-bh匂孟）に依っ

て， 当然所得すべき智（bud品i）を作ってから後に「自己（aham）は

無遍知であわ自己は無遍楽でめる」と云うことを思索（bhavana）の

内容とするのが内法禅（Abhyantara-dharma-dhyana）と名けられる。

さらに五聖者に対する深信（bhakti）とそれに随順する清浄な行（阻止

針hana）が外法禅（Bahiranga-dh紅 ma-dhyana）である。また自己の

清浄我についての無虚妄の三昧をその相とするのが SuklaDhyanaで

あると云う（以上E類の禅定）。或はまた「Padasthaとは mantra（冗

文）の語に拠るもので， Pil)Qasthaとは自我（svatman）の思考（cint-

ana）でめる。 Rupasthaは一切知者を内容とするものも（sぽvavid-rupa〕
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で， Rupatitaとは無染（niraiijana）のものである」と云う備に説かれ

た次第によって種々な禅定を知るべし（以上E類の禅定）。”

これでこの論文の当初に挙げた所調E類とE類の禅定があることになる

が，以下乙れ等を研究してみよう。

(A) ］［類の禅定

これはI類の簿定に説かれた Dharmaと guklaの両禅定とは異った

観点から禅定を区分して前と同じ Dharmaと suklaの名を附したもの

である。表tとすれば次の如くである。

/Abhyant訂a-dharma-dhyana
ノ （生来の自己を対象とする）

Dharma Dhyanaく
、＂－Bahira白ga-dharma-dhyana
（五聖の信を中心とする簿定）

Sukla Dhyana （自己の清浄我に対する無虚妄三味）

乙れは要するに DharmaとSuklaの語を前とは別の意味に解釈して

Dhyanaを考えたもので Dharmaを内法と外法に分ち， 三uklaを清浄な

るもの，即ち本来不変の清浄我と解釈して，その禅定法をまとめたもので

ある。

この中 Abhyantara-dharmaと Suklaの二つは婆羅門教理イじした裸行

旅独自の教理に立つものであるが，仏教の心清浄説並に如来蔵思想のもの

とも非常に似ていることに留意せねばならぬ。また Bahiranga-dharma-

<lhya.naは婆羅門系の稔伽派が解脱人格としてのおv釘 a t乙対する信仰

を禅定の成就と結びつけた（YogasutraI, 23；忌varapraQidhanadva) 

と同じ傾向のもので，人格l乙対する信仰と禅定と解脱の結びつきは仏教に

とってもまた重大な問題である。その内容は Dravyasarp.graha50～54備
の説明によると Arhat,Siddha, .Acarya, Upadhyaya, Sadhuのすべて

の五聖者の相の思考を中心とする禅定である。

(50）四つの害ある業を亡ばし，見と安楽と智と精進よりはわ清浄な

身に住し，清浄な我（atm血）である阿羅漢を思考すべし。
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(51）八種の業身を滅し，世間非世間の智者であり，観察者であり，世

間の頂上に住し，人閣の形をなすAtmaなる Siddhaが禅思さるべし。

(52）見と智との勝れた，勇猛と行と勝苦行の修行に自己と他を与から

しめる Acarya牟尼が禅思さるべし。

(53）常に三宝〈正見正智正行）ぞそなえ，説法に熱中し，行者の最勝

牛王である Atmaが Upadhyayaである。彼t乙帰命あれ6

(54）解脱の道である，見と智の総体と常に浄い行を成就するのは

Sadhu牟尼である。彼に帰命あれ。

(B) ]I[類の禅定

当初に表示したようにこの禅定は， 1. Padastha 2. Pir:iq.astha 3. 

Rupastha 4. Rup丞titaの四つに分かれ，更に 2.Pir:iq.asthaが（a)

Parthivi (b) Agneyi (c) Maruti (d) Varur:ii (e) Rupavatiの五つの

Dharar:ia t乙分かれるのである。以下このl踊に見ていこう。

1. Padastha Dhyana. 

Padasthaは上のゑlokaの説明の通り mantra（呪文）を対象とする

Dhyanaである。即ち Dravyasarpgraha49偏に，

「Parame平thiを意味する 35,16, 6, 5, 4, 2, 1とその他のものを

師の教えによって繰返し請し禅思せよ」

Vrttiはこれを説明して

「35と云ふのは，“r:iamoarihantar:iarp, r:iamo siddhanarp, r:iamo ayariy-

al)arp, r:iamo uvajjhayanarp，。amoloe savva-sah町1arp”（阿羅漢に帰

命す，成就者に帰命す，阿闇利t乙帰命す，和尚t乙帰命す，世間中の一切の

Sadhuに帰命す）の Pkt.で書かれた35シラブJレの総ての Pada（語）を

云う。 16とは，“Arihantasiddha ayariya uvajjhaya sahu”｛阿羅漢よ，

成就者よ，阿闇利よ，和尚よ， sadhuよ）の16シラブルの namapada名

調の句が名げられる。 6とは， “紅ihantasiddha”の6シラブJレの阿羅漢

と成就者の2名詞が名けられる。 5とは，“asi a u sa”の各聖者の頭字
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の五つが名けられる。 4'，とは， “紅白血.ta”。 2とは，“sidclha”。 1とは，

“a”即ち arihantaの始めのaであるが乙れか或は orpの1字で五人の

P釘ame号thiの始めの字である。それは何故と云うと‘守也阻ta~s紅ira.

（無身者＝sidclha）塁yariyauvajjhaya muni （牟尼＝saclhu）の夫々第一

のシラブJレを合することに依って orp.の語が生ずるが， 乙れは Paz.cap-

arame号thiである，’と云う偏の説くように，第一の語の結合については

（釘ihantaの aとasariraの a）’同じ音の合する乙とによって長音と

なる’と云う法則（でaとなりとれが五yariyaの aと合する時）’後ちの

ものは脱落する’と云う法則（で ayariyaの亙は前の aと合しでも落

ちてしまって同じく aである。乙の蕊と uvajjhayaの uと合する時）

刊の音とは oとなるがと云う sandhiの法則により（全部の音は） • O!p. 

となる。 （中略）乙れらの諸 padaは一切の呪文説の padaの中で本質

をなすもので現世来世に於て望む結果を与える乙との出来るものであるこ

とを知って後ちに，無限の智等の徳を念ずるものである言葉を出して謂す

ベし。同様に清浄な upayoga（精神作用）を実態とする（身口意の）三

護の状態で無言で禅思せよ（中略） ’その他のものをまた師の教えによっ

てH と云うのは一万四千の量の Paiicanamaskaragranthaに述べてある順

序に従って LaghusidclhacakraBrhatsidclhacakra等の Devaをあがめる

ものも区分非区分の三宝を尊崇する師に対する浄信によって知って禅思す

べし。」

以上が Vrttiの説明であるが，形からいって前の Pa:iicaparame号thi.

Dhyanaを呪交信してそれを請しつつ禅思するのでゐるが，乙れは明かに

正統婆羅門系の m姐 .traの影響をうけたものである。“asiausa”の如

きは Chandogyappani写adの Tajjalamを想起させ，作り方も考え方も

同類である。また orpの字は本来神都的な m姐位aであるが， 乙れが瑞

伽派にも用いられていると同様に， Jainaの禅定にも用いられたのである

が， この場合 Jainaの方が借用したのであると云うことはその説明に於7
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て， siddhaを asarirai乙， saddhuを munit乙変えて無理に Oqlを五聖

の意味にした点を見てもわかると思う。 この外に hram,hrim, hrum, 

hral;l., yal;l., k~al;l., phut, raql, rim, rauq1, ral;l., svaha等の mantra

が用いられることは H.v. Glasenapp民も述べている（DerJainismus 

p. 369）。この密教化は仏教のそれと合せ考うべきである。

2. PiQ.4"astha Dhyana. 

これは前に出て来た Abhyantara-dharma-dhyanaの類に属するもの

で，現在の自己を中心とした禅定であるが，如何にも華麗な内容をもった

観想である。幸いに Ghoshalの Dravyasaq1graha中にサンスリット原

文のみで訳はないが J五五narQ.avaの説を挙げて居るのでそれを和訳してその

内容を伺うことにする。

序説

(2) PiQ.Q.asthaは Vira（雄者）によって説かれた五つの dharaQ.a.

〈心持）と知るべし， それ等に於て心を摂する人は（saqlyamin）錯乱

することなく主 (janma）の縛を断つ。

(3) それは順序の如く ParthivI（地観） AgneyI （火観） Svasan計五t-

ha C風観） VaruQ.i （水観） Tattvariipavati （真理観）と知るべし。

(a) Pa.rthivI 

(4) 行者は乳海を平面世界（tiryag-loka ＝上の天界と下の地獄界との

間にある中央世界でこの中に我々の世界もふくまれていると考へる）と

等しし響．きなし動きなし集れる震の如く憶念する。

(5) その申に美しき形の，千輔の蓮ありて無量の光明輝き出で，とげ

たる黄金の知き光あるを憶念する。

(6) （その蓮は）蓮華の色あれ毛線かがやき，閤浮提の大きさにし

て，心をして蜜蜂の如くたのしましむ。

(7) その（蓮の）上に黄金の山からなる美しき果皮を憶念する。それ

は輝き動く赤黛色の光網によって四方を糧色l乙色ずけたり。
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(8）その上に秋の月に似たる，高き h釘i座あれその座に自己の安

‘楽に坐レて，寂静なるを思考せよ。

(9) そして自己は染と悪等のすべての汚れを滅するに堪え，‘また生存

より生ぜる業の群を征するに心注げるを憶念せよ。

(b） λ伊 .eyi

(10）次に彼（行者）は不動の修習の後ちに，臓の壇上に， 16の立蝿あ

りて快よき蓮の花仕組ala）を憶念す。

ω （その蓮華の〕 k紅早ikaの上に大 mantraの震動せるをよく思考
せよ。（その呪字は）一々の花癖の上に等しく置かれたる字母の花蔓に

よって飾られたり。

同そ（の大呪字）はrの記号を着け（repha-ruddha）随韻の点

(kalabindu = anusvara点）に飾られ，空無なる (silnya）字にして，
輝く月の数忌otiの光明によって照徹されて褐色の面をなす。

帥 そのrの記号より出る火（dh取nas迭ha）を憶念せよ。その後に

火花の連舗を，また直ちに焔の系列を憶念せよ。

ω その盛になりゆ〈焔の東によって聞きたる，心臓に住する蓮華
(pul)q.arika）を賢者は喜ぴて焼く。

(15) そ（の蓮華）は八種の業の転変せるものにして，下に向けるを大

mantra定より起りて強き火が焼く。

(16）次に身体の外に三角の火憂茶羅が焔の束によって va.4abaの火

（地下の火）の如くもえたるを憶念せよ。

間 それは火の種子（＝黄金）に等しくなりて周囲に満字（svastika)

の記号をつけ，上空の風都に生ぜる煙なき黄金の火をなす。

。8) m佃位aの火は vahnipura（火都）の外と内とを焼く， それは
音を立てて’脇盛り，大焔光をなす。

帥 乙れは身体と蓮華とを灰の態になして燃焼するもの尽きて，火色

漸くにして消え行くe
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(c) Maruti, 

帥天草の道を充して進みきたる風の大速力あり2大力あるを行者は

たのしみて憶念せよ。

ω それは他を動かし，天神を導くもの，諸天の住所を轟かし，雲の
軍を紐砕して大海を震動せしむ。

倒世界の極みをめぐり，各方角の端に至り， jaga也riq.a（？）に飛

ぴ行き地面の中に入る（を憶念せよ）。

倒 乙の塵（身体の灰車）は速かにその大風によって吹き立てられ，

修習を堅固なるも・のになしたる行者は風を寂止に導くべし。

(d) VarurJ.i 

倒実に福徳ある者は Varu肘（定）に於て，雲の Indraの武器えよ

る電光をならしつつ，美観t乙充ちて，雲憂の隻りてなれるを憶念せよ。

倒醍醐の水よーりなり，濃く，真珠の光をなす水滴をもって，浦然と

間断なく降る（雲）を賢者は憶念すべし。

側 さらに半月に等しく， varu!)a（＝＝太陽？）によって印づけられ，

美しき都市なる雲が乳水の流れもて天空の面をただよわしむるを禅思せ

よ。

帥 乙の不可思議な力ありて輝ける禅定より生ずる水をもって，身体

より生ぜるその灰撞を残りなく彼（行者）は洗浄するなり。

(e) Tattvarupavati 

倒七の界より離脱し，満月の無垢の光明ありて，一切智者に似たる

自己を抑制者は憧念す。

側 その自己は獣王の座（獅子座）に登り天の勝所をそなえ普と力と

を有し，天神と阿修羅と蛇が導崇するを（憶念せよ〉。

帥次に総ての業の尽き，最勝無垢にして輝き自己の体と生胎のなく

なりたる己が人聞の型を憶念せよ。

以上は J鼠n盃r!)avaにある PirJ.gasthaの説明であるが，要するに現実
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の自己を対象として，それが解脱する過程を禅定中の祖とし7て憶念する

Dhyanaで，地，水，火，風，色の五段階に分れている。即ち始めに自己

の坐位を中心とし（地），そこに坐する自己が arharpと云う字の rの記号

から出る火によって業が焼かれ（火），その残りの灰が風に吹き飛ばされ

（風），業なき身は雨水によって清められ全く灰塵の残る乙となく（水），

最後に解脱者としての自己を憶想するのである。

この解脱の唄序を追う坐禅法はまことに立派な形式のものであると云う

より外はない。仏教にも類のないものであるが，その順序を追う所は九想

観に似，その頭に想を浮べる点は九想の外に大乗の観無量寿経の観法をも

思い起させるものである。そのほか他教と関係ありと思われるものは (I)

騎から蓮が生ずると云うのは婆羅門系の神話で， (2）八葉の蓮華を肉団心

とし入業を現わすとするが，仏教の密教でも八葉の蓮華を用うることは周

知のことである。 (3）其他 Svastikaは先住民族の文佑中に見出されるも

ので，仏教にも伝っているものであり， (4）λgneyiは小乗の灰身滅定を

思起させる。

3. Rupastha Dhyana 

吾人は残念ながらサンスクリット，プラークリット両文献のうちこの禅

定を詳説するものを手にすることが出来なかったので原文の訳を示すこと

は不可能である。ここに， Ghoshal (Dravyasarpgraha Apljendix XVI) 

のかなり詳細なものと， Tatiya氏（Studiesin Jaina Philosophy p. 286) 

の甚だ簡単なものを合せて考えてみると次の如くである。

R百pasthaDhyanaは解脱者の arhatが解脱を欲求する大衆に固まれて，

宝石の座の上に坐し，十二人の Ga加品ara，八人の室の番人に侍かれて

いる。彼は無限の偉大さと無限の徳と身は－koti数の太陽の如く輝いて，

天神に侍かれている。すべての精神的の欠点から離脱していて法を説いて

いる。乙れを禅思することである。

－これはE類の禅定の外法禅のうちの阿羅漢に対する禅定と全く同じであ
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る。（Dravyasatpgraha第五十偏，並に Vrtti p. 90, 4参照）

4. Rupa.tita Dhyana 
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Tatiya民は上述の著289.頁下段に J宣anarQ.avaXL, 16の文を挙げて

いる。その原文と拙訳は次の通りである。

cid-ananda-mayatp釦ddhamamiirtarp paramak甲aramI 

smared yatr・’atmanatmanarp tad riipatitam i写yateII 

”その（禅定中）に於いて自己が心と喜よりなり清浄にして無身，最勝

にして不滅なるを自ら憶念せんに乙れを Rupatitaと説く。”

乙れに依るとこの禅定はE類中の PiQ.qasthaの最後の部分と同じとす

ることが出来る。

結語

以上述べ来たったと乙ろは裸行派のNemicandra,Subhacandra, Brah-

madeva等の著作を中心としての禅定である。裸行派のそれが古い伝統を

承け，また一方，その教理の変遷と共にその教理に相応した禅定を作り出

し，また一方には他の宗教にある禅定方法をそのままに受け入れた点もあ

る乙とが明瞭になった。

とこに取扱った禅定形式は Haribhadraの著 yogavirpsika.，手odasaka,

Y ogabindhu, Yogadr~tisamuccaya になるとますます拡大されていって，

段々~ャイナ教としての特長を失うようになるのであ．るが今は乙れを述べ

る時閣を有しない。

尚，上述のうち λ抗a,Raudra, Dharma, Suklaの四禅定以外は裸行

派独自のもので，白衣派は教理間に合わないものであるから，同派では行

なわれていないものと考える。また上述の総ての禅定以外に裸行派にも白

衣派にも伝わっている禅定でありながら禅定とされていないものに非常に

重要なものがある。本論文はとれを主として論究する目的であったが，そ

の序の形で終ってしまって甚だ論究性の少ない拙論となったのはま乙とに
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残念である。然しその重要なものは近い将来に発表したいと考えている。

また諸宗派閥の禅定の比較についてはまだ禅定と解脱智，或いは神通神変

との関係等の問題があるが， ζれをその折に必然的な関連として取扱われ

るはずである。
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